
Let's TANQ便り
「����プロジェクト」４年⽬の
活動スタート�

 �回の研��においては，「��的な��の時間」を活⽤

し，��⾏事として�も��な���⾏に�たな価�を⾒

いだし，���⾏�業担当者が，主体的に��に��・提

�できるようになることを⽬的として，夏に４⽇間のワー

クショップを��し，９⽉から「��」に�っていただき

ました。そして，２⽉に，お�いの「��」を省�すると

ともに，パフォーマンス�題に�り�んでいただきまし

た。20��い�業担当者が受�され，����了�，��
�件を�たした�を���援コーディネーターとして��

し，オープンバッジを授�しました。

 �年度は，さらに現場での「��」につなげていただく

ために，����者��の「中��」のプログラムを開発

し，��する予�です。

「���援コーディネーター」��
オープンバッジを授�
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 2021年度から，���員の「��的な�びの��コミュ
ニティ」の��を⽬指して活動してきた����プロジェ

クトも，この�，バージョンアップします。

 ３年間，�々な立場のみなさまと形成してきた「��的

な�びの��コミュニティ」の�⼤を⽬的として，その�

となる�内での�識�わせ，���を��するリーダーの

�成，��の��業・��との��の促�に�点を当て，

活動を�開していきます。

press
release

研�の��

Inquiry Project for High Schools

「��的な�びの��コミュニティ」�⼤に向けたニュースレター

 2024年度は，��⽇�ツーリスト株式��との同時プレ
スリリースでスタートしました。

 昨年度，��⽇�ツーリスト株式��と��し，��と

協働し，��を�援できる���⾏�業担当者の�成を⽬

的とした「���援コーディネーター�成研��」を��

しました。

 

 ����プロジェクトでは，���⾏�野にとどまら

ず，他�野における「���援コーディネーター」�成を

⾒据えた�開を�りたいと�えています。 

��⽇�ツーリスト���⾏事業��

�� �⼀（��左）
����プロジェクトリーダー

⻄� 圭⼀（��右）
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「ミニ��」�材開発ワークショッ
プ（３回シリーズ）で開�予��

 �たに�科��の「ミニ��」�材の開発とその授業デ

ザインをするワークショップを３回シリーズで開�しま

す。�１回は，�科を�えたチームを�成し，「ミニ��」

の題材・�材を��・��します。�２回は，題材に�し

て，先⽣それぞれがご⾃�の担当�科の⾒�・�え�を働

かせて�々な問いを持ち�り，「ミニ��」�材を開発しま

す。�３回では，�材をもとに��ストーリーを構成し，

４〜６回�度の「ミニ��」の授業デザインに�り�みま

す。こういった「ミニ��」�材を，�科を�えたチーム

で開発するプロセスが，先⽣�ご⾃�の「�科と��の相

��流」であり，��の場になると�えています。

 これに先だって，3⽉18⽇に，左�のプレ･ワーク
ショップとして「�科��プログラム�材開発ワー

クショップ」を��しました。

 ����プロジェクトと����理��科��協

��との��における��の⼀つとして，���立

⼤��等��にて，����科⽬「OMURA STEAM
LABO」（�科��プログラム）の中の「���⾨」
を「�共」の授業と��づけ，授業研�を��しま

した。この事例をもとに，「��的な��の時間」に

�み�める�科��プログラムの�材開発に向けて

��するワークショップとなりました。

研�プログラム開発ワークショップ
6⽉23⽇に開��

 また，開発する「ミニ��」�材�を�う授業は，⽣徒

が⾃立的に問いを立てるところから⾏う��の前��（例

えば，�１の１･２�期）で，問いをもち，問いをつなぐ�

�マインドを�ぶとともに，�理の枠を�え��の�科の

⾒�・�え�を��的・��的に働かせる��になると�

えています。「ミニ��」�材の開発を�して，�たち�員

⾃�が，��な⾒�･�え�を�得するプロセスを体�をし

てみませんか。

 昨年度は，�プロジェクトのワークショップにご��いた

だいた指�主事の�々のお�みやご��をもとに，「研�プ

ログラム開発ワークショップ」（�１�〜�３�）を開�し

ました。ワークショップを�して，地域を�えた�々と共�

する�義や可�性を��させていただきました。

 2024年度は，「指�主事としてのエージェンシーをどのよ
うに発揮するか」「⾃�の先⽣�が笑�で授業に向かえるよ

うに研���を��させたい」「研�の成功のカギは『め�

あわせ』になる」といったお声をうけて，��的な研�プロ

グラムのデザイン⼒の�成を⽬指したワークショップを開�

します�

 2024年度の�１回は，6⽉23⽇に，「夏の�内研
�」をテーマに開�します� 地域を�えた�々で

チームを�成し，研�プログラムをデザインしてい

ただくと同時に，研�デザインのプロセス（下��

照）を体�していただきます。構想されたプログラ

ムは，����プロジェクトのワークショップ等で

フィールドトライアルする��を�けたいと�えて

います。フィールドトライアル�には，�告および

省�の場まで��する予�です。

 フィールドトライアルさせていただける��セン

ターや��等も募�します。ご��をお�せいただ

ける�はお問い�わせください。

 �内および��者の募�は，5⽉�旬の予�で
す。�くのみなさまのご��お待ちしております。

 このワークショップの内�や��者の声などを，

Webページに掲�しております。また，当⽇の��
を�材され，「内���」に掲�されました（�

7156�，4⽉16⽇）。

https://g-tanq.jp/
https://g-tanq.jp/crosscurriculum

